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　炎症の概念は現在の病理学におV・て最も難しい
問題の一つであるが，炎症反回は間葉紅織を1・1・1心
として演ぜられるものであり，從來の炎症論は白
一血球，野球，紅織下等のいわゆる防禦紬胞を中心
として研究され，結合織は軍にこれ等諸細胞の活
躍する舞台としてあまり考慮が謡われなかった。
しかるに1928年Duran－Reyna1si）はいわゆる拡散
因子を発見し，その後McC！ean2）（1930），　Meyer
＆Palmer：1）（1934），　Chain＆Duthie4）（ユ939）及び
Bensley5）（1934），その他の諸氏の一・連した研究に
よって，本物質は結合織の纂質をなす粘稠な
Hyaluron三。　acid（以下H・acidと略す）を加水分解’
する一種の酵素，即ちHyaturonidase（以’F　H－ase
と略す）であることが確かめられた。この酵素ぽ
畢丸を初めとして，細菌6）一S）はもとより蛇i毒＝9），悪
性腫瘍紺織1。）・11）　tzも証明せられ，細菌，毒素の侵
襲，腫瘍の増殖，妊娠などと密接な関係を有し，
注射藥液の吸牧その他により臨床方法にも慮用さ
れるようになった。更に近年H－aseはCollagen
diseaseの発生にも重要な意味があると老『えられ
て來た。しかしわれわれの問題とするのはこの中
炎症に対する影響であって，H－aseによる結合織
の変調が炎症の発生経過に如何なる影響を及ぼす
かとV・う点にある。これを追究することにより結
合織の基質が炎症画幅において如何なる役割を演
ずるかが解明せられ，從來の細胞反慮を中心とし
た炎症論の概念が拡大せられることが予想、され．る。
著者は現在敏室で行われてV・る各種Virus：炎：の成
立機1博の研究の一環として牛痘Virusによる発痘
の研究を三っている際に，このH－aseの炎症に及
ぼす作用を解明する必要にせまられた。即ちDu－
ran－Reynals（1928）は拡散因子発見の動機となった
牛痘Virus感染におV・て罪丸手d1出液は家兎の牛痘
Virusによる発痘の出現を促進し，程度的に病変
を増弧せしめると発表している。またこの発痘の
増弧作用は初期使用例に見られ，発痘の後期に
ee本論丈の要旨は昭禾ri　26年工0刀第40阿口本病理学会
　東部地方会において講演した。
J）　Duran－Reynals：　J．　Exp．　Med．　50，　327　（19．29）．
2）　McClean：　J．　Path．　Bagt．　33，　1045　（193一　O）．
’3＞　Meyer　＆Palmer：　J．　BioL　Chem．　107，　627　〈199，4）．
4）　Chain　＆　Duthie　：　Nature　133，　977　（1939）．
5）　Bensley；　Anat．　Ree．　6Q，　9，3　（1934）J
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6）Duran－Reynals：　J．　Exp．　Med，58，161‘工9331．
7）　Goodner：　J．　Exp．　Med．　58，　133　（1933），
S）　McClean：　」．　Path．　Baet．　42，　477　（1936）．
9）　Duran－Reynals：　J．　Exp．　Meld．　69，　69　（1939），
IO）Duran－R．eynals＆S七ewart：A．　M．　J．　Cancer　15，790
　（1931），
11）　Boyland　＆　MeClean　：　J．　Path．　Baet．　41，　560　（1935）．
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H－aseを使用したものでは対照との闇に差異を認
めないと述べている。
　そこで著者は1）H－aseが発癌の発現，弧さにど
の稚度影響するか。2）H－aseの投與とVirus接称
の時闇的相五関係。3）最小発痘量に対する影響の
三つに重点をおいて逼究しfc　（’；”g　II篇）。この研究
の前提としてH－aseそのものの赴炎：作用，　H－ase
で処置された結合織の形態学的変イヒ，貧喰作用及
びthL管透過性tc対する影響を研究した（第1篇）。
次いでこのH－aseと比較槍隣する意味でVitamin
Cを：始め諸種の物質の発痘に及ぼす轟轟を槍黙し
た（第III篇）。次に新保講授がしばしば述べてV・
るようにVirusはある特定のi親和性細胞に固着性
があるため一般細菌性炎症の形式とは異なるもの
である。そこで比較の意味で一般細菌，毒素及び
アレルギー性炎症につV、ても実瞼を行った。（第
IV，　V篇）。著者は以上の諸点を中心としてH－ase
の炎症に対する作用機序の解明をなすべく以一下の
研究をで了つた。．
H・aseで処置した皮下結合織の態度
1．位相差顯微鏡像
　実験材料及び方法；　健康家蒐の疎性皮下結合織を取出
し，H－aSe液（lcc中に工，0001胆位を含む→り中に浸し37ec，
60分経過後，伸展標本となし位相差顯微鏡で観察した。次
に健康家兎皮下にH－ase　O．2日目（200車戸）を沈射し，3時
　　　　　　　箪1図
Hyaluronidaseで処置した家勇皮下結合織線
維の位相差顯薇鏡像〔明覗野）対照との聞に
特別な差異は認められない。
間後に該皮下結合織を六田し伸展標本として山元観察した。
勿論対照には生理的食塩水の浸漬，或は注射を行った。
　御符成ft　；　以上の何れにおいても対照では結合織線維
は種々の太きとうねりを有し，且つその辺縁はおおむね明
確である。弾力線維は細くrt　）比較的直線の走行をなして
いる。H－ase処置のものにも特別の差異は認められなかっ
た。ただ線維束が幾分膨化し辺線のぼやけているように見
受けられるところもあるが，対照にもかかる所見を散見す
るのであって，位相差顯微鏡像上差異は認められなかった
（第1図参照）。
2．電子顯微鏡像鰍
　実瞼材料及び方法；健塵家兎皮下結合織を探細し，H－
ase液（t　cc中工，000翠位を含む）中に2時…閃浸i潰し電子
顯微鏡像を撮影した。対照には全く無処置の該結合織を用
いた。
　実瞼成績：H－aseで処置した結合織線維と対照との問
に本質的差異は認められなかった。　しかしH－aseで処置
した線維には対照に比し定型的横紋がやや鮮明に認められ
た（第2図参照1。
??
　　　　　　　第2図
Hyaluronidase　で処置した家兎皮下結合織
線維の電子顯微鏡像。
対照に比し横紋が鮮明に認められる。しかし
本致的差異は認められない。
3．細胞：反切
　a）皮下注射
　実瞼材料及び方法：　家兎（H42）背部一側の皮下にH－
aSe　O．2　cc（200眠位1を一日間隔で7簡所に注射し，他側
対照部に生理的食塩水0．2ccを注射し，経11霊的に該皮下結
合織を探取伸展し，超生体及び固定後染色像を観察した。
　実瞼成績：生理的食塩水淀射による反雁は極めて朋く，
Ki著潜の使用したH－aSeはすべて持閃製藥のSpraseで
　あり記載の箪位はすべてSpraseのV．　U．　M．（Viscosity
　reducing　unit持田）を現矛）す。
e eeこのこ．とに関してはi教室の奥山，橋本が詳恕に発表の
　予定である，
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白血球浸潤は］2～24時間で最高となり，帰一減少し3’Fl
後には完全に浩失する。革球浸潤はこれより遙かに弱く，
鍛時開で最高となiJ　3口門中失する。その中性紅ロゼット
は赤色，微細H．つ限局し，細胞そのものも小さい。H・ase
処眠の場合には対照より鑑かに強い細胞1蔓潤を示し，1時
闇後より白血球及び少数の軍球が遊出する。自血球は漸次
増加し）・24時間後を．頂点として以後減少し，4日で浩失す
る。照日曲線は白血球のlllより低く，2日で頂点に蓮し，
4口で油失する。多くは小型坦球であるが，やや膨化し中
性紅ロゼットの分散1に傾いているものも若干L認められる。
結合織線維ド組織球には特別なことは認められない。
　b）．動脈内注射
　実記材料及び方法：　家兎（H42）．の両側大腿部外側に
それぞれ1％Trypan　blue　O．l　ccを皮内注射し，直後に
一側股動賑内にH－aselccl工，000認証）を注射し，他側は
対照として生理的食塩水lCCを注射した。色素の拡散度
を検すると同噂に，6時間後に両愈1伏11退郡内側の皮下結合
織をf巾展観撚した。
　実瞼成績：H－ase7を動llK内に注射された側のTrypan
blueの拡散度は対照に比し極めて高い。しかして24時間
後，対照に比し色は淡く，且つ辺縁はぼやけて測定に困難
を感ずる。
　系田田反雁は大1腿部面積が侠小なため経時的観禦は行い得
なかったが，6時押後におレ・て対照側がごく軽度の白血球♪
及び躍球の遊出を認めたのに↓ヒし，Su■一かに強い自血球ゴ卑
球の浸潤を認めた。結合織線維クこは鏡検上特別な差異は認
められなかった。
illf退した。
第1表　H－ase　lこよるTrypan　blue拡散
家兎番号 H－ase
???
H　44
H．　45
H－ase
IOO　u．
O，1　cc
生　白水
　O．1　ce
H－ase　200　u．
（o．05ec）　loo　u．
　　　　50　u．
　　　　2，ri　u．
対
?
J25　u．
6．3　u．
3，1　u，
　照
0．工cc
　tl
??
O．Q5ee
????????
1tls間1　24　ils’問
20×17
21×19
16×lotr
工5×工5
エ2×12
ユ3×11
12X12
13X1O
12×工1
12×11
11Xll
工OX　9
工OX　9
23×18
23×20
19×17
1SXIS
ユ7×ユ5
15×15
工7×14
15×15
14×12
13×工2
13・　×12
12×11
12×10
H・aseの色素拡散書及び嬉野消失時
　　　　　間に対する影響
　実駿材料及び方法：　家兎（H44）の．側脊柱部1こH－ase
O．1cc（100服位1十1％Trypan　blue　O．1ccを，対照として
生…哩的食塩：水0．1cc＋1％TryPan　blue　O・1ccをそれぞれ
2箇所つつ皮醇L射し，色素婿広散を経時的に｝詩’乱した。
なおH－aseのみを注射し，膨疹浩：失痔欄を生理的食塩水注
射｝こよるそれと比較した。次に生到1的食塩フ1く1CGにH。ase
2，000軍位を含む液を基準としこれを倍数稀釈し，そのお
のおのの0．05ccに1％Trypan　blue　O．05　ecを加え，家兎
〔H45）背剖1に皮内7覇重し，色素の拡散を旧旧し，た。
　実瞼成績：生理的食塩水皮内沈只寸直後には境界明瞭な
隆起度の強い定型的膨疹を生じ，極めて徐々に吸牧され，
40分，35分を要して淘失した。しかるにH－aseによる二
陣は注射直後にも定型的な膨疹を作ることなく，．1分以内
にその殆どが沿失し，それぞれ4分30秒，4分で完全に
　Trypan　blueによる拡散は第1表に示す如くH－aseは
高い拡散性を示している。　しかして24噂押後対照では辺
縁がはっきりしているに比し，H－aSeを添加したものでは
辺線が淡く，しかもかなりぼやけて正確な測定を困難なら
しめる。次にH－aSeの濃度をいろいろ変えた偶合（H　45）
には，同様第1表に示された女「1く，低濃度のものでもなお
拡散性を有している。　しかして25胆位以上では大体同様
な拡散効果を示す魁それ以下の濃度では拡散度がかなり
減賜する。
H・aseの血管透過性に対する影響
　実験材料及び方法＝家兎（H　66）の背部にH－ase　O．4　ee
（400離位），生理的食塩水0，4ccつつ各3箇所に皮下注射
・した。　なおテルペンチン汕O．1ceを健康家兎胸陛に注射
し，24r｝寺閥後探旧した滲出液上浩O．4ccを上記の注射と
同時に3箇所に皮下泣射した。　注射直後0．1％Trypan
blue　15ccを耳・静脈より漣射し，5，20，及び60分後にそ
れぞれ皮下結合織を探取伸展七，色素の集積1りこ況を追究し
た。
　実験成績：・yJ　＞9はMenkin12）・13）の方法に薄い色素の
認められないものを（一），鍛賓色素が直径5mm以下で限界
不明なものをぼ，青色を陣するもの（＋〉，暗青色を呈するも
のを紬とした。5分後H－ase，生理的食塩水処置歪粥は陰性
であるが滲出液処概部は出であり，20分後では前者は（±、，
」2）　Menkjn：　J．　Exp．　Med，　50，　17」　（1929）． 13」　Menkjn：　」．　Exp．　Med．’64，　4S5　C1936）．
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中者は（一），後者は㈲であ．り，60分後ではそれぞれ仔），（→，
㈲となる。即ち生理的食塩水処置部は殆ど陰性であるのに
該滲出液処置部は透過性は充まっている。H－ase処置部は
陽性であるが該滲出液よりやや弱い。
第2表H－aseの皮一ド組織球墨汁：ftllft
　　　　に及ぼす影響
H・aseの貧喰能に及ぼす影響
系田　　胞　　数
。
　H－aseが細胞の機育ヒ特に貧喰能に対し如何なる影響を與
えるかという問題はH－aseが各種の炎症を修飾する機〕博の
一つの手がかりともなり得ると考えられる。そこで家兎の
皮下結合織組織球の墨汁貧π食に対し，またマウス腹水細胞
の喰衛に対し，H－aseが如何なる影響を與えるかを次のよ
うにして実瞼した。
L　H－aseの皮下結合織紅織球の墨汁貧喰に対する影響
　実弟材料及び方法：　すべて杉ll114）の方法に從つた。
氏の方法により墨汁液を作成し，同一墨汁液により実験を
行った。家兎（H391背側皮下にH－ase　O，2　cc（200口口）を
4’箇所皮下注射し，1，3，6，24時間後に局所皮下鼎1合織の
小片を探織し，この小片に墨汁液を注射器で1彌漫性に注射
した後，更に墨汁眼中に浸し，容器を密閉し，37℃1時間
放置し，そめ一部をイ巾展，亘理した。また正常皮下結合織
小片を切除し，H－aSe液（1cc中1000借位を含む）申に37
。C　1時間浸漬，生剥1的食塩水で充分洗1桝妥，墨汁液を注射
し，更に墨汁液中に1時閥，37。Cに放置し，伸展，槍鏡し
た。対照には何れも生理的食塩水を用い，前の実験ではこ
れを注射し，111手間後のものを対照とした。咳た鏡橡前に
1票本をノイトラルロートi叢に数分渡iし，ヲト貧［喰絹綿1韮求と他
の細胞との鑑別に資した。
　実事成績：　成績は第2裏に示した如くである。H－ase
を局戸斤に注射された：場合でも，H－ase液中．に浸漬された場
合でも，士及び十程度に墨テトを：貧i出した系m胞数が最も多く，
その判i均においても両者とも対照との問に特別の差異を認
め難い。
2．H－aseのマウス腹腔内軍球の喰菌1こ対する影響
　実験材数及び方法：細菌は葡萄状球菌209P株（本学微
生物学教室より分譲）24時1旧培養を用い，染色菌浮游液及
び菌液の塗沫祓物隠子の作成は前者同様杉山の：方法に從つ
た。動物は成熟マウ刈8匹を使用した。先ずマウス2匹
の腹水を探取し，一部を対照とし，他の一榔にH：ase　Cl　cc
中5，000胆位を含む）数滴をli沌下してよく混禾nし，おのお
の一滴を被蓋禰子にとり，蒲塗沫飼物硲子に伏せ，周囲を
パラフィンで封じ37℃に1時間保：ち，楡鋭，100箇の1鮮紅
を観察し，その牟均喰置数を計算した。次にマウx16匹
を2群に分ち，1群のおのおのにH－ase　O．5　cc（500輩位♪
を，他群には生理的食塩水0．5ccをそれぞれ腹陛内に注射
H－ase
?
所
L」?
射
H－ase
??
????
??????? ?? ??????????????????????????????﹈????????
???）
?????????
???ー??
????????
対　　照
対　　照
　H－ase
浸漬1時問
同　　上
?
??
4
7
5
???
7??
6??
8?．」
5?」
14
3??
7??
6??
5﹈
71
81
51
4
→十ト
???
???
??
100
100
100
100
100
100
100
100
100層
100
100
100
100
100
????
1．45
1．34
ユ．42
工．37
1．42
ユ．54
1．47
1．36
1．45
1．39
1．39
1．39
1．36
1．49
した。泣射後1，3，6，24噺ll後それぞれ2匹つつの腹水
を探取し，菌液塗沫硲子に封じ，上に述べた如く処置レ検
鏡した。
　実験成績：　健康マウス腹水細包の大約2／3以上は軍球
であi），残りの殆どがリンパ球で，白血球及び塩基性細胞
はごく僅少である。H－ase及び生理的食塩水を腹陛に注射
すると，1噂問目に既に碧干の白血球が認められ，ロ丘岡の
経過とともに漸次増加するが，遊出した系田胞であるので軍
球の貧喰のみを追究した。成績は第3衷に示した如くであ
る。正常腹水にH－aseを添加したものは対照と大体同様
であり，両辮とも大体4i均5．5前後の薗を貧喰している。
H－aseを腹腔に注射したものでは6時岡後に軽度に，24
時間後ではそれよりやや強く負i喰能が充まっている。しか
し対照においても，やはり同様の傾向を示している。両者
とも1系III胞当り11箇以上の細菌を貧回しているものが多
いのであり，両者間には差異を見出し得なかった。
家兎畢丸固有鞘膜被覆細胞内グアル
ニェリー小体に対するH：・aseの影響
　前述の如くH：一aSeは堆球，組宗吉覧球の幽間作用に殆ど影
響を及ぼさない成績を得たので，更にVirusの細胞内侵
入に如何なる影響を及ぼすかを確かめようと試みた。これ
がためには紬胞内封入体を作る牛痘Virusが好適と考え
s
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第3表　腹腔内軍球貧1喰能に対するH－aseの影響
細 胞 数
時　　間 （細胞内貧1喰菌数り。
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細胞総数
lOO
lOO
100
100
100
100
工00
100
100
100
］oo
100
100
100
100
100
ユ00
工00
100
工00
zド均菌喰回数
6．12
5，53
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5．69
6．26
6．50
7．76
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5．29
5．91
5．81
5，46
5．9S
6，32
7．65
7．S2・
5．36
5．S5
5．87
5．27
た。
　実瞼材料及び方法：　家兎P21Sの右畢丸固有鞘膜内に
牛痘Virus　IO－4，0，5ceにH－ase　O．5　cc　f500箪位）を混
じたものを油入し，同時に左側のそれに対照として牛痘
Virus同量に生理的食塩水0．5　ce哲昆じ沖射した。
　；家兎P219には右f則のぞオごにH－ase　O．5cc（500革位）
を，：左側には生理的食塩1水0．5ccを薯1三射し，21－1を経て左
；右に牛痘Virus，10一4，0．5　ceつつ沈射した。しかして両
側≒もVirus接種の40後にこの鞘膜の各部を掻爬し，
それぞれ8教の載物硲子に塗沫し，ギームザ染色によリグ
ァル昌エリー小体の状況及び被覆系嘲包200箇中の同小体含
；有率を近究した。
　実験成績：　同小体含有率は第4表に示す如くである。
2日前処置側では左右共同小体含有傘は高く，しかも既に
恕胞原形質中に網1犬に分散拡大している像を示しており，
系皿胞も変性像が強く，そのγf分比は対照との問に殆ど差を
認めない。
　同蒔処置側では該小体含有率は極めて低く，一般に未だ
分散に傾いていない。百分比ではH－ase処置側はik］’照よ
り明かに該小体含有率が多い。
第4表家兎睾丸固有剛漠被覆細胞内グァル
　　ニエリ．一小体にH－aseが及ぼす影響
2］＝｛前処置例p別9 同1寄1処置例　218
IH－ase側対照H－ase側対照i　C％）’　：　’（．o・．i）　1　C％）”　（％）
92．5
91，0
9Q．．0
94．0
90，0r
87，，r）
94，5
94．0
平均 92．0
93．0
90．0
94．0
88．5
91．or
S9．5
S6．0
95．5
91．0
?????? ，? ??
4．37 2．56
メタクロマジアについて
　緻密な膠原線維を形成している皮膚では僅かながらH．
acidとChondroitin　sulfate　di　1’存：補三一9』る。　H．　acidは中’1生
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のToluidine　blueによりMetachromasiaを起し，酸性
に傾くにつれて減弱し，pH　2，5周後ではMetachromasia
を起さず，Chondroitin　sulfateのみがMetachromasia
を起すことが知られている。逆にMetachromasiaを起す
ものにH－aseを処置して染色し，これを起さない場合に
はH．　acidの存在が催かめられ，この場合多少Metachro－
masia物質が残る時は夏にMeyerのいうChondroitin
sulfate　B型が存在する可能性がある。
　実験材料及び方法：下塵家砲皮内にH－ase　O．4ccC400
輩位1及び四隅的食塩水0．4ccを注射し1時岡後爾者を切
除しCarnoy持歌固定によリパラフィン切片を作成し，大
野15）の方法により，中性及びpH　4．1夏にpH　2．5の0．05
％Toluidine　blue液に5分間染色し，アルコール弁別後
キシ・一ル透徹を行った。なお家鶏内腫標本についても同
様染色を行い比較した。
　実験成績：　中性及びpH　4．1に調整さたた染色液では
殆ど同様な結果を生じ対照では結合織線維一般に軽度の
Metachromasiaを認め，表皮直下及び毛轟周囲の結合織に
おいてかなり旧い（しかし家鵠粘液畑田におけるそれより
も遙かに拙い）。H－ase　を処置したものでは表皮直下及び
毛縫周囲の結合織にMetachromasiaがごく僅か併存して
いる瀬田度で他の部でほ既にMetachromasiaを昊しない。
pH　2．5に調整された液ではH－aseで処置したものも対照
も殆ど色素により染色さオL難く，両者間に差異は認めら才し
ない。
小 括
　H－ase液中に浸漬された疎性皮下結合織，或は
H－aseを注射された疎性結合織をイrll展標本として
位和差顯微鏡により観察したが，結合織線維の性
歌は生理的食塩水により同様に処世された対照と
の闇に特別な差異を見出すことが出來なかった。
またH－ase液rl・【に浸漬した野性皮下結合織を電子
一罪鏡により観察したが，対照におけるよりも定
型的横絞がやや明瞭に認められた程度で本質的弟
異は認められなかった。これらのことばH－aseが
線維そのものよりも主として線維閲物質に作用す
ることを示唆するものである。
　H－ase葱皮下に注射した場合には生理的食塩水
による対照よりも遙かに弧㌔（細胞浸潤を示す。即
ち12～24時闘後を最高とし，3日後に消退する
細胞浸潤と，白血球浸潤より肱ハが240尋闇後を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
最高とし，やはり3M後に消失する官財浸潤を示
す。なおH－aseを動脈内に注射した場合にもその
領域下にかなり張V・細胞反慮を示す。
　更にH－aseを皮下に：注射し，その直後Trypan
blueを耳静脈より注射すると該局所に色素集積が
認められ，血管の透過性が充まってV・ることを示
唆する。
　H－aseの皮内注射により生する膨疹の満失時間
は食塩水対照より極めてJpLい。また各濃度のH－
aseをTrypan　blueと1昆じて注射した場合低濃度
でも拡散を示し，25箪位以上では濃度の如何に拘
らす，大体同秤度の拡散度を示すが，それ以下で
はやや弱くなるようである。
　H－aseで処置された家兎皮下四聖球及びマウス
腹腔選句．球について，前者では墨汁に対する，後
者では細菌に対する芋餌能につV・て追究したが，
生理的食塩水処置による対照との間に特別の禿異
は認められなかった。
　『家兎翠丸固有鞘膜内一側に牛痘VirusとH－a　se
を，他側に同Virusと生理的食塩水を同時に注射
した場合，その被覆細胞のグアルニエリー小休含
有率はH－ase処置側が対照より高v・。またH－ase
をVirus接種の2日前に処置した場合にはその含
有率は対照との間に差異を認め難かった。
　H－aseの作∫IJをうけた皮下結合織ぽToluidine
blueによるMetachromasiaにお、（ては対照に比較
して減弱することを認めた。
結 論
　1・H－aseで処置された皮下結合織ぽ位オ・rl差顯
微鏡像所見では対照との闇に殆ど差異を認め難い
が，電子顯微鏡像からすると線維の横紋は対照よ
りゃや明瞭に認められた。
　2．H－aseを皮下または動脈内に注射すると生
理的食塩水による対照に比較して，弧V・炎症性細
胞反慮を認めるが，各種細胞の消長は一般反証の
基本形式に從うもので，特殊なものではなV・。
　3．H－aseを併用すると色素拡散性は増々され，
皮膚膨疹消失時闇は著しく短縮される。H－aseと
色素拡散の関池性を見ると，ほぼ濃度に比例する
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が，ある濃度を超えると色素拡散稚度に差異を認
．め難．V・。
　　4．H－aseは」貢し管の透過性を増弧せし．める。
　　5．H－aseは組織球の墨汁貧喰能及び輩球の細
菌貧喰能には特別な影響を與えないようである。
　　6．家兎畢丸鞘膜被覆細胞内グアルニエリー小
体に対するH－aseの影響については．，　H－aseを牛
痘Virusと同時に使用した場合には該小体を含有
する細胞は．対照より多く，．H－aseをVirus接種の
2日前に処置したものでは対照と．の闘に差異を認
め難いD　　　　　　　’
　　7．H－ase．で処置された皮下結合織ぽToluidine
blue，によるMetachromasia反慮は対照より減弱
する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（EIII禾n　28．9．2　受イ寸．）
Summary
　　　　　　　1）　There　were　no　rema，　rkable　differences　betw．een　the　connective　tissues　treated　with
　　　hyaluronidase　and　those　with　physiological　saline　in　phase　cbntrast　microscopic　pictures・
　　　　　　　2）　ln　electron　microscopic　pietures　the　collagen　fibres　trea．ted　with　hyaluronidase　showed
　　aclearer　periodeic　striae　as　compared　to　non－treated　centrols．　一
　　　　　　3）　Hyaluronidase，　when　injected　into　the　subcutaneous　tissueg．　of　rabbit，　elicited　a　marked
’　’ モ?ｌｌｕｌａｒ　reaction　and　an．increase　of　vi（scuhc　r　permeability：
，　4）　When　hyaluronidase　was　injected　intra－arterially，　a　marked　cellular　migration　iiito　the
　　　regional　areas　was　observed．　　　　　　　　　　一
　　　　　　　5）　Hyaluronidase　did　not　influenee　the　phagocytic　activity　of　histocytes　for　lndia　ink　ic　nd
　　that　of　monocytes　for　staphylococci・　，　．
　　　　　　　6）　When　vaccinia　virus　and　hyaluronidase　were　simultaneously　injected　into　tlie　tunica
　　’　vagina！is　of　testes　of　rabbits，　an　increased　number　of　epjthelial　cells　containing　Guarnieri’s　bodies
　　were　observed，　as　compared　with　when　the　virus　alone　was　inoculated．
　　　　　　When　．　the　virus　was　inoculated　two　days　after　hyaluronidase　injection，　the　number　was　the
　　　same　as　that　of　the　control．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Sept．　2，1959，）
，
．
